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野　

田　

有
紀
子

は
じ
め
に

日
本
古
代
に
は
隋
唐
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
や
制
度
が
将
来
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
後

宮
制
度
に
つ
い
て
は
、
唐
「
内
外
命
婦
職
員
令
」
に
対
す
る
「
後
宮
官
員
令
（
大
宝
令
）
」

「
後
宮
職
員
令
（
養
老
令
）
」
が
制
定
さ
れ
、
唐
後
宮
の
六
尚
に
対
応
す
る
十
二
司
が

設
け
ら
れ
た
。
後
宮
制
度
も
他
の
諸
制
度
と
同
様
、
日
本
の
実
情
に
合
わ
せ
た
改
編
や

機
能
面
の
相
違
点
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
後
宮
内
労
働

者
で
あ
る
「
宮
人
」
の
機
能
や
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
唐
代
後
宮
の
史
料
上
の
制
約

が
大
き
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ま
で
日
唐
比
較
研
究
の
対
象
に
な
る
こ
と
は
少
な
か
っ

た
。そ

こ
で
筆
者
は
ま
ず
礼
秩
序
の
観
点
か
ら
、
日
唐
後
宮
宮
人
の
機
能
と
位
置
づ
け
を

比
較
し
た
（
1
）

。
唐
代
に
お
け
る
宮
人
は
、『
大
唐
開
元
礼
』
や
『
大
唐
元
陵
儀
注
（
2
）』

に
描

か
れ
た
礼
秩
序
の
下
で
は
専
ら
皇
后
に
奉
仕
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
実
際
上

は
日
常
的
に
皇
帝
に
近
侍
し
、
そ
の
私
的
所
有
物
と
し
て
強
く
隷
属
し
、
皇
帝
儀
礼
に

も
従
事
し
た
。
す
な
わ
ち
唐
代
後
宮
空
間
に
お
い
て
宮
人
は
、
皇
帝
と
皇
后
双
方
の
支

配
を
受
け
た
二
面
性
を
も
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
日
本
古
代
で
は
奈
良
時

代
末
期
ま
で
皇
后
以
下
は
天
皇
と
別
所
に
居
所
を
構
え
て
お
り
、
閤
門
内
は
天
皇
と
宮

人
の
み
の
空
間
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
古
代
日
本
で
は
中
国
の
礼
制
が
継
受
さ
れ
な
か
っ

た
た
め
、
礼
に
描
か
れ
た
「
宮
人
は
皇
后
に
奉
仕
す
る
」
と
い
う
理
念
も
受
け
継
が
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
結
果
、
宮
人
は
日
常
的
に
も
儀
礼
の
場
で
も
天
皇
身
辺
に
あ
っ
て
、

天
皇
の
み
に
奉
仕
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。

さ
て
こ
う
し
た
宮
人
は
後
宮
内
の
日
常
的
な
さ
ま
ざ
ま
な
労
役
に
も
従
事
し
て
い
た

が
、
近
年
、
天
聖
令
の
発
見
に
よ
り
、
後
宮
内
の
女
性
労
働
者
に
関
す
る
唐
令
条
文
が

復
原
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
女
医
や
縫
作
者
な
ど
唐
後
宮
内
労
役
制
度
の
一
端
が
明
ら

か
に
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
日
本
令
で
の
改
編
が
明
確
に
な
っ
た
。

　

諸
女
医
、
取
官
戸
婢
年
二
十
以
上
三
十
以
下
、
無
夫
及
無
男
女
、
性
識
慧
了
者

五
十
人
。
別
所
安
置
、
内
給
事
四
人
、
並
監
門
守
当
。
医
博
士
教
以
安
胎
産
難
及

瘡
腫
・
傷
折
・
鍼
灸
之
法
、
皆
按
文
口
授
。
毎
季
女
医
之
内
業
成
者
試
之
。
年
終

医
監
、
正
試
。
限
五
年
成
。 

（
復
原
唐
医
疾
令
16
条
）

諸
犯
罪
配
没
、
有
技
能
者
、
各
随
其
所
能
配
諸
司
。
其
婦
人
、
与
内
侍
省
相
知
、

簡
能
縫
作
巧
者
、
配
掖
庭
局
。
自
外
無
技
能
者
、
並
配
司
農
寺
。

 

（
復
原
唐
雑
令
54
条
）

そ
こ
で
本
発
表
で
は
ま
ず
第
一
章
で
、
唐
医
疾
令
女
医
条
で
の
女
医
採
用
条
件
の
う

ち
、
日
本
令
で
継
受
さ
れ
た
「
取
官
戸
婢
」
と
、
削
除
さ
れ
た
「
無
夫
及
無
男
女
」
に

つ
い
て
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
日
唐
後
宮
内
女
性
労
働
者
の
出
身
身
分
と
待
遇
の
違
い

を
比
較
す
る
。
さ
ら
に
第
二
章
で
後
宮
内
女
性
労
働
者
の
労
働
空
間
を
考
察
す
る
。
そ

し
て
最
後
に
労
働
空
間
と
し
て
の
後
宮
の
違
い
を
も
た
ら
し
た
要
因
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。
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第
一
章　

後
宮
内
女
性
労
働
者
の
出
身
身
分
と
待
遇 

　
　
　
　

―

医
疾
令
女
医
条
を
め
ぐ
っ
て―

（
１
）　

「
取
官
戸
婢
」―

出
身
身
分
に
つ
い
て―

唐
令
医
疾
令
に
お
い
て
女
医
は
、「
官
戸
婢
」（
賤
民
の
う
ち
官
戸
と
官
婢
）
か
ら
採

用
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
（
3
）
。
こ
の
条
件
に
つ
い
て
日
本
医
疾
令
は
、
唐
令
を
そ
の
ま

ま
継
受
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

女
医
取
官
戸
婢
年
十
五
以
上
、
廿
五
以
下
、
性
識
慧
了
者
卅
人
。
別
所
安
置
。

謂
、
内
薬
司
側
、

造
別
院
安
置
。

教
以
安
胎
産
難
、
及
創
腫
傷
折
、
針
灸
之
法
、
皆
案
文
口
授
。
謂
、
女

医
不
読

方
経
、
唯
習
手
治
。
故
博
士
於
其
所
習
。
案
方
経
以
口
授
也
。
案
唐
令
、
博
士
教
之
。
今
於
此
令
、
雖

文
不
言
、
而
博
士
教
授
。
但
按
摩
針
灸
等
、
其
業
各
異
、
須
当
色
博
士
各
教
授
、
即
試
昇
令
当
色
試
。

毎
月
医

博
士
試
、
年
終
内
薬
司
試
、
限
七
季
成
。 
（
『
令
義
解
』
逸
文
医
疾
令
女
医
条
）

た
だ
し
日
唐
の
後
宮
内
女
性
労
働
者
の
構
成
が
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
こ
の

採
用
条
件
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
意
味
を
有
し
た
の
で
あ
る
。

《
唐
代
後
宮
内
女
性
労
働
者
の
身
分
に
つ
い
て
》

唐
代
後
宮
に
は
宋
氏
五
姉
妹
の
よ
う
に
文
才
に
よ
っ
て
特
に
選
ば
れ
て
入
宮
し
た
者

も
い
た
が
（
4
）

、
そ
う
し
た
例
は
き
わ
め
て
稀
で
、
本
人
も
し
く
は
親
族
の
罪
科
に
よ
り
没

入
さ
れ
た
者
が
多
か
っ
た
（
5
）

。
復
原
唐
雑
令
54
条
の
ご
と
く
没
入
さ
れ
た
婦
人
の
う
ち
縫

製
の
才
の
あ
る
者
は
掖
庭
局
（
6
）に
、
そ
う
で
な
い
者
は
司
農
寺
に
配
置
さ
れ
た
。
掖
庭
局

と
は
内
侍
省
に
所
属
し
宦
官
が
任
じ
ら
れ
、「
女
工
之
事
（
7
）」

を
掌
る
官
司
で
あ
る
。「
殷

裕
妻
崔
氏
、
音
声
人
鄭
羽
客
・
王
燕
客
、
婢
微
娘
・
紅
子
等
九
人
配
入
掖
庭
」「

妻

馬
氏
・
小
男
道
本
・
女
汴
娘
配
於
掖
庭
」「
師
道
妻
魏
氏
及
小
男
並
配
掖
庭
（
8
）」

の
よ
う

に
罪
人
の
妻
や
幼
い
息
子
・
娘
、
婢
ら
が
配
入
さ
れ
、
唐
代
中
の
没
官
者
は
数
万
名
に

も
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
る
（
9
）

。

す
な
わ
ち
唐
代
後
宮
に
居
住
す
る
宮
人
の
多
く
は
賤
民
身
分
で
あ
っ
た
た
め
、
後
宮

内
で
医
療
行
為
を
行
う
女
医
が
賤
民
か
ら
採
用
さ
れ
る
の
も
そ
れ
に
準
じ
た
規
定
で

あ
っ
た
と
い
え
る
）
10
（

。

《
日
本
後
宮
内
女
性
労
働
者
の
身
分
に
つ
い
て
》

養
老
医
疾
令
女
医
条
で
女
医
は
、
唐
令
と
同
様
、「
官
戸
婢
」
か
ら
採
用
す
る
と
さ

れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
従
来
、
古
代
日
本
に
お
い
て
出
産
は
「
穢
れ
」
と
認
識
さ
れ

て
い
た
た
め
賤
民
を
用
い
た
、
と
す
る
見
解
も
存
在
し
た
）
11
（

。
し
か
し
天
聖
令
の
発
見
に

よ
り
、
医
疾
令
の
他
条
文
と
同
じ
く
）
12
（

、
当
条
は
唐
令
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
継
受
し
た
の
で

あ
り
、
日
本
古
代
の
穢
れ
意
識
と
は
直
接
関
係
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

た
だ
し
女
医
を
賤
民
か
ら
採
る
こ
と
は
日
本
後
宮
で
は
極
め
て
例
外
的
な
規
定
で

あ
っ
た
。
唐
後
宮
と
異
な
り
日
本
後
宮
宮
人
は
、
上
層
部
を
女
王
お
よ
び
藤
原
氏
な
ど

有
力
官
人
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
女
性
が
、
そ
の
下
の
層
を
地
方
豪
族
出
身
の
采
女

と
中
央
氏
族
出
身
の
氏
女
が
占
め
て
い
た
）
13
（

。
た
と
え
ば
推
古
天
皇
の
後
宮
に
は
「
後
宮

有
女
六
七
百
人
）
14
（

」
が
い
た
が
、
天
皇
身
辺
に
は
「
是
乃
近
侍
諸
女
王
及
采
女
等
悉
知
之
。

…
…
近
習
者
栗
下
女
王
為
首
、
女
孺
鮪
女
等
八
人
、
并
数
十
人
侍
於
天
皇
之
側
）
15
（

」
の
ご

と
く
女
王
以
下
数
十
名
が
仕
え
て
い
た
。
天
皇
に
近
侍
す
る
こ
と
で
宮
人
の
地
位
は
重

視
さ
れ
、
令
制
当
初
に
も
百
官
が
宮
人
に
請
託
す
る
こ
と
が
戒
め
ら
れ
て
い
る
）
16
（

。
天
平

期
に
な
る
と
有
力
貴
族
た
る
藤
原
氏
一
族
や
そ
の
室
が
、
尚
蔵
・
尚
侍
な
ど
高
位
の

女
官
に
任
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
尚
蔵
兼
尚
侍
藤
原
宇
比
良
古
（
房
前
女
、
仲
麻
呂

室
）、
尚
蔵
兼
尚
侍
阿
倍
古
美
奈
（
粳
虫
女
、
藤
原
良
継
室
）
な
ど
が
い
る
）
17
（

。

宮
人
下
層
部
の
う
ち
、
采
女
に
つ
い
て
は
後
宮
職
員
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
郡
単
位
で
貢
進
さ
れ
、
郡
司
（
大
領
・
少
領
）
の
姉
妹
ま
た
は
女
か
ら
選
ば
れ
た
。

凡
諸
氏
氏
別
貢
女
、
皆
限
年
卅
以
下
、
十
三
以
上
。
雖
非
氏
名
、
欲
自
進
仕
者
聴
。

謂
、
氏
別
貢
一
人
之

外
、
別
欲
進
仕
也
。　

其
貢
采
女
者
、
郡
少
領
以
上
姉
妹
及
女
、
形
容
端
正
者
。
皆
申

中
務
省
奏
聞
。 

（
『
令
義
解
』
後
宮
職
員
令
18
氏
女
采
女
条
）

采
女
は
大
化
前
代
か
ら
国
造
・
県
主
な
ど
の
地
方
首
長
が
代
々
貢
進
し
て
い
た
も
の
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で
、
大
化
改
新
詔
で
成
文
化
さ
れ
、
大
宝
令
で
整
っ
た
。
律
令
制
下
で
郡
は
兵
衛
も
し

く
は
采
女
を
貢
す
る
規
定
で
あ
っ
た
た
め
（
軍
防
令
38
兵
衛
条
）、
貢
進
さ
れ
た
采
女

は
総
勢
一
二
〇
〜
一
三
〇
名
ほ
ど
と
な
り
、
さ
ら
に
天
平
一
四
年
（
七
四
二
）
以
後
は

す
べ
て
の
郡
か
ら
采
女
を
貢
進
さ
せ
た
）
18
（

。
こ
う
し
て
貢
進
さ
れ
た
采
女
の
う
ち
、「
采

女
」
と
し
て
は
水
司
に
六
人
、
膳
司
に
六
〇
人
が
置
か
れ
た
が
（
後
宮
職
員
令
）、
そ

の
他
の
采
女
・
氏
女
は
後
宮
諸
司
の
「
女
孺
」
に
採
用
さ
れ
）
19
（

、
残
り
は
縫
司
に
配
属
さ

れ
た
）
20
（

。
さ
て
日
本
後
宮
に
は
以
上
の
よ
う
な
出
身
身
分
が
高
い
宮
人
の
下
に
、
雑
用
に
従
事

す
る
下
級
女
性
労
働
者
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）
21
（

。
紅
葉
山
文
庫
本
『
令
義
解
』

賦
役
令
仕
丁
条
に
「
師
云
、
十
二
女
司
駆
使
丁
耳
」
と
の
傍
書
が
あ
り
、『
延
喜
式
』

の
規
定
か
ら
は
後
宮
諸
司
に
「
女
丁
」
が
配
属
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
女

丁
と
は
仕
女
と
も
い
い
、
男
性
の
仕
丁
に
対
し
、「
其
女
丁
者
、
大
国
四
人
、
上
国
三
人
、

中
国
二
人
、
下
国
一
人
」（
賦
役
令
38
仕
丁
条
）
の
割
合
で
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
、
諸

司
に
分
配
さ
れ
た
女
性
労
働
者
で
あ
る
。
大
膳
寮
式
下
に
は
「
右
従
十
一
月
一
日
迄
来

年
十
月
卅
日
供
御
料
。
女
孺
率
女
丁
向
内
膳
司
、
与
司
料
理
日
別
供
之
。」
の
ご
と
く

女
孺
が
女
丁
を
率
い
て
内
膳
司
に
出
向
き
、
内
膳
司
と
と
も
に
料
理
す
る
と
あ
る
。
ま

た
内
膳
寮
式
に
も
「
生
薑
四
石
五
斗
、
料
塩
一
石
四
斗
二

升
、
汁
糟
四
石
二
斗
。
柏
卅
五
把
、
帊
瓼
口
料
、
匏
二

柄
、

汲
汁

料
。

択
薑
女
孺
単
五
十
人
、
女
丁
十
二
人
半
給
間
食
。
人
別
日

八
合
。

右
年
料
請
内
侍
司
漬

造
。」「
年
料
…
…
暴
布
九
端
二
丈
九
尺
、

…
…
一
端
一
丈
八
尺
、
宮
人
十
人
襅
料
、
各
長
六

尺
。
一
丈
八
尺
仕
女
四
人
襅
料
、
各
長
四
尺
五
寸
。
」
と
見

え
る
。
女
丁
は
後
宮
内
で
も
女
孺
の
下
で
労
役
に
従
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）
22
（

。

こ
の
ほ
か
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
女
性
労
働
者
に
「
膂
力
婦
女
」
が
い
る
。
日
本
古

代
に
お
い
て
は
肉
体
的
に
優
れ
た
素
質
や
能
力
の
あ
る
男
性
が
珍
重
さ
れ
、
相
撲
人
や

膂
力
者
（
大
力
の
持
ち
主
）
が
諸
国
か
ら
中
央
へ
貢
進
さ
れ
た
）
23
（

。
諸
国
か
ら
肉
体
的
に

優
れ
た
人
材
を
競
っ
て
求
め
る
潮
流
の
な
か
、
女
性
の
強
力
者
「
力
婦
」「
膂
力
婦
女
」

も
諸
国
か
ら
の
貢
進
が
制
度
化
さ
れ
、
天
平
七
年
に
は
「
諸
国
所
貢
力
婦
、
自
今
以
後
、

准
仕
丁
例
免
其
房
徭
、
并
給
田
二
町
以
充
養
物
」
と
さ
れ
た
）
24
（

。
膂
力
婦
女
は
「
凡
地
六

町
。
左
京
北
辺
三
坊
一
町
、
右
京
北

辺
二
坊
三
町
、
一
条
二
坊
二
町
。
四
町
賜
内
侍
司
東
豎
子
・
女
孺
・
膂
力
婦
」（
『
延
喜
式
』

縫
殿
寮
式
）
の
ご
と
く
縫
殿
寮
の
管
理
の
も
と
内
侍
司
に
配
属
さ
れ
、
後
宮
内
の
力
役

に
従
事
し
た
と
思
わ
れ
る
）
25
（

。
女
孺
と
と
も
に
京
内
の
地
を
賜
っ
て
お
り
、
女
丁
よ
り
も

高
い
、
采
女
・
氏
女
に
準
じ
た
格
付
け
が
な
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

後
宮
内
女
性
労
働
者
は
上
記
の
良
民
各
層
か
ら
構
成
さ
れ
た
が
、
女
医
条
に
よ
れ
ば

官
戸
婢
出
身
の
女
医
も
後
宮
内
で
労
役
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
女
医
の
教
育
に
あ

た
る
男
性
教
官
「
女
医
博
士
」
が
養
老
六
年
（
七
二
二
）
に
置
か
れ
）
26
（

、
平
城
京
長
屋
王

邸
跡
か
ら
は
竹
野
王
子
（
竹
野
女
王
。
長
屋
王
姉
妹
）
に
仕
え
た
女
医
に
米
を
支
給
す

る
と
記
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
）
27
（

、
律
令
期
に
お
け
る
女
医
の
実
在
が
確
認
で
き

る
）
28
（

。「
竹
野
王
子
女
医
二
口
／
一
升
半
受
真
木
女
」

「
女
医
一
口
米
二
升
受
□
□
／
十
四
日
君
万
呂
」

す
な
わ
ち
日
本
古
代
の
後
宮
内
女
性
労
働
者
は
、
宮
人
上
層
部
は
女
王
や
有
力
貴
族

出
身
者
、
下
層
部
は
地
方
豪
族
出
身
の
采
女
と
中
央
氏
族
出
身
の
氏
女
か
ら
構
成
さ

れ
、
そ
の
下
に
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
膂
力
婦
女
や
女
丁
が
配
属
さ
れ
、
さ
ら
に
最
下

層
と
し
て
賤
民
出
身
の
女
医
が
置
か
れ
た
。
す
な
わ
ち
日
本
後
宮
内
女
性
労
働
者
は
極

め
て
広
い
範
囲
の
階
層
出
身
者
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（
２
）　

「
無
夫
及
無
男
女
」―

労
働
待
遇
に
つ
い
て―

唐
医
疾
令
女
医
条
で
は
「
無
夫
及
無
男
女
」、
す
な
わ
ち
夫
や
子
の
な
い
こ
と
が
女

医
採
用
の
条
件
に
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
一
方
、
日
本
で
は
こ
の
条
件
は
削
除
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
日
唐
後
宮
内
女
性
労
働
者
の
待
遇
の
違
い
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

《
唐
代
後
宮
内
女
性
労
働
者
の
労
働
待
遇
》



四
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労
働
空
間
と
し
て
の
後
宮―

医
疾
令
女
医
条
を
て
が
か
り
に―

唐
医
疾
令
女
医
条
に
女
医
採
用
条
件
と
し
て
「
無
夫
及
無
男
女
」
が
あ
げ
ら
れ
た
の

は
、
宮
人
と
同
様
、
女
医
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
後
宮
で
使
役
さ
れ
た
た
め
、
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
）
29
（

。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
唐
代
宮
人
の
多
く
は
罪
に
よ
り
配
入
さ
れ
た
賤
民

で
あ
っ
た
た
め
、
後
宮
で
の
待
遇
は
概
し
て
恵
ま
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
後
宮
内

で
宮
人
は
、
打
球
、
釣
り
、
競
渡
、
ゲ
ー
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
娯
楽
活
動
も
行
っ
た

が
）
30
（

、
後
宮
か
ら
自
由
に
外
出
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
景
龍
四
年
（
七
一
〇
）

正
月
上
元
日
に
宮
女
数
千
人
を
看
燈
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
多
く
が
逃
亡
し
て
戻
っ
て

こ
な
か
っ
た
。

丙
寅
上
元
夜
、
帝
与
皇
后
微
行
観
燈
、
因
幸
中
書
令
蕭
至
忠
之
第
。
是
夜
、
放
宮

女
数
千
人
看
燈
、
因
此
多
有
亡
逸
者
。 

（
『
旧
唐
書
』
巻
七
・
中
宗
本
紀
）

ま
た
中
唐
の
王
建
「
宮
詞
一
百
首
）
31
（

」（
『
全
唐
詩
』
巻
三
〇
二
）
に
よ
れ
ば
、
宮
人

が
外
出
で
き
る
日
と
し
て
、
二
月
一
日
の
中
和
節
、
花
見
、
上
巳
日
が
あ
っ
た
が
）
32
（

、
そ

れ
以
外
は
後
宮
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
た
め
、
掃
除
夫
に
金
を
や
っ
て
外
の
様
子
を

尋
ね
た
と
い
う
。

宮
人
早
起
笑
相
呼
、
不
識
階
前
掃
地
夫
。

乞
与
金
銭
争
借
問
、
外
頭
還
似
此
間
無
。 

（
王
建
「
宮
詞
一
百
首
」
第
六
九
首
）

唐
代
宮
人
は
数
万
名
に
も
の
ぼ
っ
た
た
め
、
し
ば
し
ば
国
費
節
約
、
仁
政
を
顕
す
、

水
旱
に
備
え
る
な
ど
の
理
由
で
解
放
さ
れ
た
）
33
（

。
こ
の
際
も
「
宜
出
宮
女
千
人
、
五
坊
鷹

犬
量
須
減
放
」「
文
宗
以
旱
放
繋
囚
、
出
宮
人
劉
好
奴
等
五
百
余
人
、
送
両
街
寺
観
、

任
帰
親
戚
）
34
（

」
の
ご
と
く
鷹
犬
や
繋
囚
と
同
様
に
見
な
さ
れ
た
。
解
放
さ
れ
た
宮
人
は
寺

院
や
道
観
に
送
ら
れ
、
実
家
や
親
族
の
あ
る
者
に
は
引
き
と
ら
せ
た
が
）
35
（

、
そ
の
ま
ま
出

家
入
道
す
る
者
も
多
か
っ
た
）
36
（

。
功
臣
・
戦
功
者
・
異
民
族
に
賜
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
場
合
も
、「
拝
右
武
候
将
軍
、
徙
封
息
国
公
、
賜
以
宮
人
・
綵
物
千
余
段
」「
毎

戦
必
単
騎
先
鋒
陥
陣
、
前
後
賜
以
宮
女
・
馬
牛
・
黄
金
・
雑
綵
、
不
可
勝
数
）
37
（

」
の
よ
う

に
馬
牛
や
黄
金
と
同
様
の
扱
い
で
あ
っ
た
。

ま
た
皇
帝
が
崩
じ
る
と
一
部
の
宮
人
は
そ
の
陵
側
に
移
さ
れ
、
生
前
と
同
様
に
奉
仕

さ
せ
ら
れ
た
。
白
居
易
「
陵
園
妾
」（
『
全
唐
詩
』
巻
四
二
七
）
や
杜
牧
「
奉
陵
宮
人
」（
『
全

唐
詩
』
巻
五
二
一
）
が
知
ら
れ
て
い
る
。

宮
人
の
ほ
と
ん
ど
は
後
宮
内
で
一
生
を
終
え
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
埋
葬
地
は

「
宮
人
斜
」
と
呼
ば
れ
た
。
中
唐
以
降
盛
ん
に
詩
の
題
材
と
さ
れ
、
寂
し
さ
哀
れ
さ
が

詠
わ
れ
て
い
る
）
38
（

。

秋
草
宮
人
斜
裡
墓
、
宮
人
誰
送
葬
来
時
。

千
千
万
万
皆
如
此
、
家
在
辺
城
亦
不
知
。

 

（
張
籍
「
宿
山
祠
」、『
全
唐
詩
』
巻
三
八
六
）

未
央
牆
西
青
草
路
、
宮
人
斜
裏
紅
妝
墓
。

一
辺
載
出
一
辺
来
、
更
衣
不
減
尋
常
数
。 

（
王
建
「
宮
人
斜
」、
同
巻
三
〇
一
）

宮
人
墓
誌
百
点
余
を
分
析
し
た
愛
宕
氏
は
、
ほ
と
ん
ど
が
姓
氏
・
諱
・
本
貫
な
ど
出

自
を
明
ら
か
に
す
る
具
体
的
な
記
載
を
欠
く
こ
と
、
同
一
内
容
の
も
の
が
多
く
予
め
数

種
類
の
文
例
集
が
用
意
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
日
数
な
ど
か
ら
見
て
喪
葬
儀

礼
が
簡
略
す
ぎ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
死
亡
日
時
が
近
い
宮
人
は
同
じ
墓
誌
に
記
さ

れ
、
同
じ
穴
に
埋
葬
さ
れ
る
こ
と
ま
で
あ
っ
た
と
い
う
。「
掖
庭
宮
に
住
す
る
多
数
の

宮
人
が
人
格
を
持
つ
個
と
は
見
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
無
人
格
の
存
在
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
た
こ
と
を
示
す
。
や
は
り
官
賤
民
と
し
て
掖
庭
宮
に
没
入
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
当

然
の
こ
と
」
と
さ
れ
る
）
39
（

。

以
上
の
よ
う
に
唐
代
宮
人
は
生
涯
後
宮
内
に
拘
束
さ
れ
、
自
由
に
出
入
す
る
こ
と
を

許
さ
れ
な
か
っ
た
。
国
費
節
約
等
の
た
め
に
解
放
さ
れ
寺
観
に
送
ら
れ
、
功
臣
な
ど
に

賜
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
際
も
鷹
犬
・
繋
囚
や
馬
牛
・
黄
金
と
同
様
に
扱
わ

れ
て
い
る
。
ほ
と
ん
ど
は
後
宮
内
で
一
生
を
終
え
る
が
、
埋
葬
時
も
粗
雑
な
扱
い
を
受

け
た
。
中
唐
以
降
、
実
際
の
宮
人
を
取
材
し
た
詩
に
も
「
幽
閉
さ
れ
た
哀
れ
な
存
在
」

と
し
て
描
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
宮
人
に
対
す
る
当
時
の
一
般
的
な
認
識
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
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お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
第
六
巻

《
日
本
後
宮
内
女
性
労
働
者
の
労
働
待
遇
》

日
本
医
疾
令
で
は
女
医
採
用
条
件
か
ら
「
無
夫
及
無
男
女
」
の
一
文
が
削
除
さ
れ
た
。

こ
れ
は
日
本
後
宮
で
は
女
性
労
働
者
が
生
涯
拘
束
・
使
役
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か

ら
と
思
わ
れ
る
。

（
１
）
で
述
べ
た
よ
う
に
、
後
宮
労
働
者
の
う
ち
宮
人
上
層
部
を
占
め
て
い
た
の
は
、

女
王
お
よ
び
藤
原
氏
な
ど
有
力
官
人
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
女
性
で
あ
っ
た
が
）
40
（

、
彼

女
た
ち
は
夫
や
子
を
持
つ
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
内
命
婦
県
犬
養
橘
三
千

代
は
美
努
王
お
よ
び
藤
原
不
比
等
の
室
で
、
葛
城
王
お
よ
び
光
明
皇
后
の
母
で
あ
る
。

ほ
か
尚
蔵
兼
尚
侍
藤
原
宇
比
良
古
は
仲
麻
呂
室
、
尚
蔵
兼
尚
侍
阿
倍
古
美
奈
は
藤
原
良

継
室
、
尚
侍
藤
原
百
能
は
豊
成
室
、
尚
掃
藤
原
諸
姉
は
百
川
室
で
旅
子
の
母
、
内
命
婦

石
川
邑
婆
は
大
伴
安
麻
呂
室
で
坂
上
郎
女
の
母
で
あ
っ
た
。

宮
人
下
層
部
の
う
ち
采
女
に
つ
い
て
は
、
大
同
二
年
（
八
〇
七
）
一
一
月
に
「
停

諸
国
貢
采
女
。
唯
択
留
其
年
老
有
労
者
卌
二
人
、
任
旧
終
身
。」（
『
類
聚
国
史
』
巻

四
〇
・
采
女
）
と
見
え
、
こ
れ
以
前
に
も
任
期
は
基
本
的
に
終
身
だ
っ
た
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
故
郷
に
帰
さ
れ
る
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
大

同
二
年
五
月
に
病
気
に
よ
り
帰
郷
し
た
出
雲
采
女
勝
部
公
真
上
に
は
稲
五
〇
〇
束
を

賜
っ
た
（
『
類
聚
国
史
』
巻
四
〇
・
采
女
）。
養
老
六
年
（
七
二
二
）
に
は
陸
奥
国
叛

乱
に
よ
り
辺
境
の
負
担
を
減
免
す
る
措
置
の
一
環
と
し
て
兵
衛
ら
と
と
も
に
故
郷
へ
放

還
さ
れ
て
い
る
）
41
（

。
ま
た
『
万
葉
集
』
巻
一
六
に
よ
れ
ば
、
葛
城
王
が
陸
奥
国
を
訪
れ
た

際
、「
前
采
女
」
が
「
安
積
香
山　

影
副
所
見　

山
井
之　

浅
心
乎　

吾
念
莫
国
（
安

積
山
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
浅
き
心
を
吾
が
思
は
な
く
に
）
」
と
詠
ん
だ
と
い
い
、

采
女
を
退
い
た
女
性
が
故
郷
に
帰
っ
て
い
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
天
平
一
二
年
（
七
四
〇
）

に
は
大
赦
の
一
環
と
し
て
、
流
人
の
う
ち
出
雲
国
大
原
郡
出
身
の
采
女
勝
部
鳥
女
が
本

郷
に
還
さ
れ
た
）
42
（

。

さ
ら
に
采
女
を
出
す
こ
と
が
特
権
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
）
43
（

、
采
女
を
貢
進
す

る
家
が
世
襲
化
し
、
老
い
た
場
合
は
同
姓
の
姪
に
采
女
の
資
格
を
譲
る
よ
う
に
な
っ

た
）
44
（

。
采
女
は
天
皇
の
寵
愛
を
受
け
皇
子
女
を
産
む
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
臣
下
と
の
結
婚

の
場
合
は
男
が
罰
せ
ら
れ
た
）
45
（

。

な
お
同
じ
く
宮
人
下
層
部
を
占
め
中
央
氏
族
か
ら
貢
進
さ
れ
た
氏
女
は
天
武
朝
に
開

始
さ
れ
た
制
度
と
さ
れ
る
が
、
当
初
は
「
詔
公
卿
大
夫
及
諸
臣
連
并
伴
造
等
曰
、
…
…

又
婦
女
者
、
無
問
有
夫
無
夫
及
長
幼
、
欲
進
仕
者
聴
矣
）
46
（

」
の
ご
と
く
夫
の
有
無
に
関
係

な
く
宮
仕
え
を
許
さ
れ
た
。
氏
女
制
度
は
後
宮
職
員
令
に
規
定
さ
れ
る
が
奈
良
時
代
に

中
絶
し
、
大
同
元
年
に
復
活
し
た
際
に
は
氏
女
は
夫
の
無
い
者
に
限
ら
れ
、
貢
進
後
に

結
婚
し
た
場
合
は
替
わ
り
を
貢
じ
よ
と
あ
る
）
47
（

。

以
上
の
宮
人
は
夫
や
子
供
が
い
る
者
の
ほ
か
、
采
女
や
氏
女
も
結
婚
で
き
る
状
況
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
後
宮
内
に
常
住
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
時

代
は
下
る
が
『
延
喜
式
』
弾
正
台
式
に
よ
れ
ば
、「
凡
娶
宮
人
為
妻
妾
者
、
容
隠
私
舎

不
肯
出
仕
者
、
依
法
科
罪
。」
と
あ
り
、
宮
人
と
の
結
婚
自
体
は
禁
止
さ
れ
て
お
ら
ず
、

出
仕
さ
せ
な
い
こ
と
が
罪
に
問
わ
れ
て
い
る
。
律
令
期
か
ら
宮
人
は
後
宮
に
常
住
し
た

の
で
は
な
く
、
私
邸
も
し
く
は
官
舎
か
ら
出
仕
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
延
喜
式
』

縫
殿
寮
式
に
「
凡
地
六
町
、
左
京
北
辺
三
坊
一
町
、
右
京
北

辺
二
坊
三
町
、
一
条
二
坊
二
町
。
四
町
賜
内
侍
司
東
豎
子
・
女
孺
・

膂
力
婦
、
二
町
賜
寮
女
孺
已
下
」、
采
女
司
式
に
「
凡
采
女
卌
七
人
賜
近
宮
城
地
」
と

見
え
る
。
縫
殿
寮
式
の
地
は
縫
殿
寮
厨
町
も
し
く
は
所
領
と
す
る
見
解
も
あ
る
が
、
こ

う
し
た
地
に
居
住
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
な
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
女
丁
に
つ
い
て
は
、
仕
丁
と
同
様
、
三
年
一
替
で
帰
郷
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
）
48
（

。本
章
で
は
唐
医
疾
令
女
医
条
に
採
用
条
件
と
し
て
あ
げ
ら
れ
、
日
本
令
で
継
受
し
た

「
取
官
戸
婢
」
と
削
除
し
た
「
無
夫
及
無
男
女
」
に
つ
い
て
、
そ
の
背
景
と
な
っ
た
日

唐
後
宮
内
女
性
労
働
者
の
出
身
身
分
と
待
遇
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
唐
代
後
宮
宮
人
の

多
く
が
没
入
さ
れ
た
賤
民
で
、
生
涯
後
宮
内
に
拘
束
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
日
本
後
宮

の
女
性
労
働
者
は
極
め
て
幅
広
い
範
囲
の
階
層
出
身
者
か
ら
構
成
さ
れ
、
夫
や
子
を
持

ち
な
が
ら
出
仕
す
る
者
も
お
り
、
老
病
や
交
替
に
よ
り
帰
郷
で
き
、
後
宮
内
に
常
住
し



四
八

労
働
空
間
と
し
て
の
後
宮―

医
疾
令
女
医
条
を
て
が
か
り
に―

て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
高
い
。
一
言
で
い
え
ば
唐
代
後
宮
宮
人
の
出
身
身
分
お
よ
び

待
遇
が
極
め
て
閉
鎖
的
だ
っ
た
の
に
比
べ
、
日
本
後
宮
内
女
性
労
働
者
は
出
身
身
分
も

待
遇
も
か
な
り
開
放
的
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

第
二
章　

労
働
空
間
と
し
て
の
後
宮

（
１
）　

唐
代
宮
人
の
労
働
空
間

唐
代
に
お
い
て
「
宮
人
」
と
は
皇
帝
や
皇
后
に
奉
仕
す
る
女
性
の
う
ち
、
内
命
婦

（
妃
・
六
儀
・
美
人
・
才
人
と
い
っ
た
皇
帝
の
妾
妻
）
を
の
ぞ
く
、
宮
官
お
よ
び
非
職

掌
者
を
称
し
た
）
49
（

。
宮
人
は
後
宮
の
ほ
か
皇
子
邸
・
皇
孫
邸
に
も
居
住
し
て
い
た
よ
う
だ

が
）
50
（

、「
玄
宗
幸
忠
王
（
の
ち
の
粛
宗
）
邸
、
見
王
服
御
蕭
然
、
傍
無
媵
侍
、
命
将
軍
高

力
士
選
掖
庭
宮
人
以
賜
之
）
51
（

」
と
あ
る
よ
う
に
皇
帝
か
ら
特
に
賜
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
ら
の
宮
人
は
と
き
に
は
皇
帝
・
皇
后
の
行
幸
啓
に
従
い
、
皇
帝
・
皇
后
の
命

で
外
部
女
性
の
も
と
に
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
）
52
（

、
ま
た
皇
帝
の
死
後
は
そ
の
陵
側
で
生

前
と
同
様
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
（
前
章
）、
基
本
的
に
皇
帝
・
皇
后

の
身
辺
が
労
働
空
間
の
範
囲
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
２
）　

日
本
宮
人
の
労
働
空
間

日
本
で
は
宮
人
と
は
、
律
令
期
に
は
「
宮
人
、
謂
、
婦
人
仕
官

者
之
惣
号
也
。

職
員
」（
『
令
義
解
』
後

宮
職
員
令
）
の
ご
と
く
女
性
仕
官
者
の
総
称
と
さ
れ
）
53
（

、
考
叙
の
対
象
に
な
る
者
を
指
し

て
い
た
）
54
（

。
一
方
、
諸
国
か
ら
貢
進
さ
れ
た
女
丁
は
後
宮
諸
司
に
配
属
さ
れ
て
い
て
も
、

宮
人
と
は
区
別
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
宮
人
は
後
宮
・
東
宮
と
い
っ
た
宮
内
で
の
奉
仕
が
基
本
で
あ
っ
た
が
）
55
（

、
宮
外
で

の
労
役
に
従
事
す
る
宮
人
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
。
貢
進
さ
れ
た
采
女
と
氏
女
は

後
宮
諸
司
の
采
女
・
女
嬬
と
し
て
分
配
さ
れ
、
残
り
は
縫
司
に
縫
女
と
し
て
置
か
れ

た
が
（
前
章
（
１
）
）、
さ
ら
に
後
宮
外
の
諸
司
に
も
配
置
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
大
蔵

省
縫
部
司
に
配
置
さ
れ
た
「
宮
人
」
は
幄
幔
の
縫
作
に
あ
た
っ
て
い
た
が
、
大
同
三

年
（
八
〇
八
）
に
中
務
省
縫
殿
寮
に
併
合
さ
れ
た
た
め
、
大
蔵
省
解
に
よ
り
弘
仁
二
年

（
八
一
一
）
に
宮
人
三
〇
人
が
大
蔵
省
に
再
分
配
さ
れ
た
。

　
　
　

太
政
官
符

　
　
　
　

宮
人
卅
人

右
得
大
蔵
省
解
偁
、
此
宮
人
元
配
縫
部
司
、
即
此
省
所
管
也
。
承
前
以
此
宮
人
、

縫
作
幄
幔
。
而
依
去
大
同
三
年
正
月
廿
日
詔
書
、
廃
縫
部
司
、
併
縫
殿
寮
。
自
爾

以
降
、
無
人
縫
造
、
因
此
幄
幔
等
物
破
損
不
少
。
望
請
、
依
旧
修
縫
者
。
大
納
言

正
三
位
坂
上
大
宿
禰
田
村
麿
宣
、
奉
勅
、
割
縫
殿
寮
、
配
大
蔵
省
。

　
　
　
　
　

弘
仁
二
年
二
月
十
日

 

（
『
類
聚
三
代
格
』
巻
四
・
加
減
諸
司
官
員
并
廃
置
事
）

営
繕
令
９
須
女
功
条
義
解
に
は
「
女
功
」
を
用
い
る
本
司
は
縫
部
司
と
さ
れ
て
お
り
、

「
女
功
」
に
宮
人
を
あ
て
た
と
考
え
ら
れ
る
）
56
（

。
な
お
唐
令
で
は
諸
司
の
戸
奴
婢
を
用
い

る
規
定
で
あ
っ
た
）
57
（

。

凡
在
京
営
造
雑
作
物
、
応
須
女
功
者
、
皆
令
本
司
造
。
謂
、

縫

部
司
也
。
若
作
多
、
及
軍
事

所
用
、
量
謂
不
済
者
、
謂
、
謂
者
、
言
也
。
済
者
、
成
也
。
言
作
多
人
少
、
事
不
可
成

済
者
、
更
役
京
内
婦
女
。
其
役
京
内
婦
女
、
不
須
給
功
直
也
。

申
太
政
官
、

役
京
内
婦
女
。

 

（
『
令
義
解
』
営
繕
令
９
須
女
功
条
）

延
喜
式
段
階
で
も
「
大
蔵
縫
女
廿
六
人
、
塩
七
升
八
合
。」（
大
膳
寮
式
下
）、「
大
蔵

縫
女
卅
人
。
惣

日

四
升
。
」（
大
炊
寮
式
）
と
見
え
る
。
ま
た
織
部
司
式
に
も
「
凡
宮
人
三
人
、

給
考
禄
、
不
給
衣
粮
。」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
大
蔵
縫
女
を
用
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
『
正
倉
院
文
書
』
天
平
一
七
年
（
七
四
五
）
八
月
一
七
日
内
匠
寮
解
（
『
大
日

本
古
文
書
』
巻
二
）
に
は
「
内
匠
寮
解　

申
請
粮
米
事
」
と
し
て
「
宮
人
参
人
…
…



四
九

お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
第
六
巻

宮
人
三
人　

日
別
米

一
升
五
合　

塩
不
食

」
と
見
え
る
が
、『
延
喜
式
』
内
匠
寮
式
に
は
「
凡
有
可
縫
調
之
物
者
、

移
大
蔵
省
、
不
限
多
少
、
受
令
宮
人
縫
。」
と
あ
る
。
令
制
当
初
か
ら
中
務
省
内
匠
寮

で
縫
調
す
べ
き
も
の
は
大
蔵
省
へ
送
り
、
大
蔵
宮
人
に
縫
わ
せ
て
い
た
の
か
も
し
れ
な

い
。一

方
『
延
喜
式
』
掃
部
寮
式
に
よ
れ
ば
、「
雑
給
料
」
の
う
ち
張
席
の
端
を
縫
い
、

細
縄
の
麻
を
続
ぐ
作
業
に
「
宮
人
」
が
あ
た
り
、
内
侍
を
充
て
た
と
あ
る
。

張
席
一
具
、

長
二
丈
、
広

七
尺
二
寸
。

料
、
長
席
二
枚
、
曝
布
一
端
、
生
糸
六
両
一
分
二
銖
、
麻

一
斤
九
両
、
縫
続
料
十
三
両
、

縄
料
十
二
両
。

縫
宮
人
単
六
人
。（
中
略
）

細
縄
、
長
功
百
五
十
丈
、
中
功
百
丈
、
短
功
七
十
五
丈
、
造
鋪
設
所
須
高
棚
二
枚
、

随

破

請
換
。
刀
子
二
枚
、
長
針
四
枚
、
宮
人
日
続
麻
八
両
。

右
依
前
件
、
其
縫
席
端
并
続
麻
宮
人
者
、
内
侍
充
之
。
造
作
之
間
並
給
間
食
、

人
別
日
白
米
八
合
、
塩
八
撮
、
滓
醤
一
合
、
四
月
一
日
申
省
受
之
。

こ
の
「
宮
人
」
は
内
侍
司
所
属
宮
人
と
考
え
ら
れ
る
が
、
掃
部
寮
が
作
業
中
に
間
食

を
支
給
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宮
人
が
内
侍
司
か
ら
掃
部
寮
ま
で
出
向
い
て
作
業
を

行
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
『
正
倉
院
文
書
』
天
平
六
年
写
経
所
用
度
帳
（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
七
）
に
は
、

写
経
所
の
「
盛
所
」、
す
な
わ
ち
神
へ
の
供
物
を
調
え
る
場
所
で
宮
人
三
人
が
み
え
る
。

同
所
で
雇
女
が
「
択
菜
」
に
あ
た
っ
て
お
り
、
宮
人
も
供
え
物
を
盛
り
つ
け
る
役
に
従

事
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宮
人
三
人
で
単
口
（
の
べ
）
九
八
四
人
と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

一
時
的
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
一
年
間
に
わ
た
っ
て
写
経
所
で
労
役
し
続

け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

盛
所
宮
人
三
口　

単
口
九
百
八
十
四
人

　
　

食
米
九
斛
七
斗
四
合　

四
百
五
十
八
人
別
一
升
二

合
五
百
廿
六
人
別
八
合

雇
女
四
百
八
十
六
人　

二
百
七
十
九
人
盛
所
択
菜
女
功

二
百
七
人
岡
田
焼
炭
所
膳
女
功

　
　

米
三
斛
八
斗
八
升
八
合　

人
別
八
合

唐
で
は
罪
を
得
て
配
没
さ
れ
た
女
性
の
う
ち
、
縫
作
巧
み
な
者
が
後
宮
に
入
れ
ら
れ

て
宮
人
と
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
（
復
原
唐
雑
令
54
条
）、
司
農
寺
に
配
属
さ
れ
た
者
は

宮
人
と
は
呼
ば
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
古
代
で
は
、
采
女
や
氏
女
と
し
て

貢
進
さ
れ
た
女
性
の
う
ち
、
後
宮
諸
司
や
東
宮
に
配
属
さ
れ
た
者
だ
け
で
な
く
、
外
廷

官
司
で
あ
る
大
蔵
省
縫
部
司
の
縫
女
と
さ
れ
た
者
も
宮
人
と
称
さ
れ
た
。
さ
ら
に
宮
人

は
写
経
所
に
置
か
れ
て
盛
所
に
奉
仕
し
、
ま
た
内
侍
司
か
ら
掃
部
司
に
出
向
い
て
席
端

を
縫
い
麻
を
続
い
だ
。
宮
人
の
労
働
空
間
は
宮
内
に
限
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
宮
内
で
の

労
役
に
従
事
す
る
こ
と
よ
り
、
中
央
氏
族
や
地
方
豪
族
か
ら
貢
進
さ
れ
た
と
い
う
経
緯

が
重
視
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
宮
人
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
日
本
で
「
宮
人
」
と
は
、
単
に
後
宮
と
い
う
場
所
で
労
役
に
従
事
し
た

女
性
を
指
す
の
で
は
な
か
っ
た
。
考
叙
の
対
象
と
な
る
仕
官
者
、
す
な
わ
ち
女
王
や
有

力
官
人
の
近
親
者
、
も
し
く
は
氏
女
や
采
女
と
い
っ
た
、
も
と
も
と
高
い
出
身
身
分
を

持
つ
女
性
労
働
者
の
み
を
称
し
た
の
で
あ
り
、
女
丁
は
た
と
え
後
宮
諸
司
に
配
属
さ
れ

て
い
て
も
宮
人
と
は
区
別
さ
れ
た
。
ま
た
宮
人
の
労
働
場
所
は
宮
内
に
限
ら
れ
ず
、
大

蔵
省
に
縫
女
と
し
て
置
か
れ
た
り
、
写
経
所
盛
所
に
奉
仕
し
た
り
、
掃
部
寮
に
縫
作
に

出
向
く
な
ど
、
後
宮
外
の
労
役
に
従
う
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
古
代
日

本
の
「
宮
人
」
と
は
、
労
働
場
所
よ
り
も
、
そ
の
出
身
身
分
で
認
識
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。

お
わ
り
に

さ
て
最
後
に
労
働
空
間
と
し
て
日
唐
後
宮
を
比
較
し
た
場
合
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
違

い
が
表
れ
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
唐
代
後
宮
の
宮
人
は
皇
帝
家
に
使
役
さ
れ
る
「
掃

除
之
隷
」
で
あ
り
）
58
（

、
六
尚
高
官
に
任
じ
ら
れ
高
い
品
秩
を
授
け
ら
れ
て
も
、
あ
く
ま
で

「
家
婢
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
）
59
（

。
唐
代
宮
人
が
閉
鎖
的
な
環
境
に
置
か
れ
て
い
た
の
は
、

皇
帝
の
独
占
的
所
有
物
と
見
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
太
宗
は

離
宮
か
ら
の
帰
京
中
、
県
官
舎
で
休
憩
し
て
い
た
宮
人
が
県
官
属
に
よ
り
他
所
へ
移
さ



五
〇

労
働
空
間
と
し
て
の
後
宮―

医
疾
令
女
医
条
を
て
が
か
り
に―

れ
た
の
を
聞
き
、「
軽
我
宮
人
！
」
と
怒
っ
た
が
）
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、
太
宗
は
宮
人
を
自
ら
の
私
的
所
有

物
と
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
何
千
、
何
万
名
も
の
宮
人
を
皇
帝
の
み
が

閉
鎖
的
環
境
下
で
独
占
的
に
所
有
し
支
配
す
る
こ
と
は
、
中
央
集
権
的
な
皇
帝
の
絶
対

的
な
権
力
を
可
視
的
に
誇
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
宮
人
の
上
層
部
は
皇
族
や
中
央
有
力
官
人
、
下
層
部
は

中
央
氏
族
や
地
方
豪
族
か
ら
貢
進
さ
れ
た
氏
女
・
采
女
か
ら
な
る
が
、
そ
こ
に
は
皇
族

や
中
央
貴
族
、
地
方
豪
族
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
支
配
層
が
天
皇
の
も
と
に
一
同
に
集
結

し
従
っ
て
い
る
と
い
う
構
図
が
表
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
宮
外
に
配
属
さ
れ
た
采
女

や
氏
女
も
い
た
が
、
中
央
氏
族
や
地
方
豪
族
か
ら
貢
進
さ
れ
た
こ
と
が
重
視
さ
れ
た
た

め
、
そ
の
ま
ま
宮
人
と
称
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
宮
人
は
本
人
の
み
な
ら
ず
一
族
の
地
位

も
高
め
ら
れ
、
政
治
的
な
影
響
力
を
も
発
揮
で
き
た
た
め
、
宮
人
と
し
て
出
仕
す
る
こ

と
は
特
権
と
見
な
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
宮
人
と
し
て
奉
仕
す
る
か
わ
り
に
、
天
皇
か
ら

は
名
誉
や
利
益
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
天
皇
と
皇
族
・
貴
族
・
地
方
豪

族
と
の
相
互
互
恵
的
な
関
係
が
示
さ
れ
て
い
る
。

労
働
空
間
と
し
て
の
日
唐
後
宮
の
違
い
は
、
も
ち
ろ
ん
奴
婢
制
度
や
宦
官
の
有
無
な

ど
の
要
因
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
以
上
の
よ
う
な
唐
代
皇
帝
と
日
本
天
皇
と
の
権
力
・
権

威
の
質
の
違
い
が
根
底
に
存
在
し
て
い
た
か
ら
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

な
お
日
本
古
代
の
女
官
の
位
置
づ
け
の
変
遷
を
公
卿
の
内
裏
侍
候
の
面
か
ら
考
察
さ

れ
た
吉
川
真
司
氏
に
よ
れ
ば
、
従
来
女
性
の
み
が
日
常
的
に
供
奉
し
て
い
た
内
裏
内
郭

に
八
世
紀
を
通
じ
て
徐
々
に
公
卿
以
下
の
男
性
官
人
が
日
常
的
に
出
入
り
し
侍
候
す
る

よ
う
に
な
り
、
八
世
紀
後
期
に
「
開
か
れ
た
内
裏
」
が
確
立
し
た
と
す
る
）
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。
た
だ
し
本

稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
日
唐
後
宮
を
女
性
の
労
働
空
間
と
し
て
比
較
し
て
み
る

と
、
唐
代
後
宮
の
労
働
空
間
が
非
常
に
閉
鎖
的
な
性
格
を
有
し
て
い
た
の
に
対
し
、
日

本
後
宮
の
労
働
空
間
に
は
開
放
的
な
要
素
が
極
め
て
多
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
日
本
後
宮

と
は
、
そ
こ
で
働
く
女
性
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
も
と
も
と
か
な
り
開
放
的
な
空
間
で

あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

[

付
記]

　

本
稿
は
平
成
二
一
年
度
文
部
科
学
省
科
学
研
究
費
補
助
金
若
手
研
究
（
Ｂ
）
に
よ
る

研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
二
〇
〇
九
年
九
月
一
九
日
に
中
国
浙
江
省
杭
州
市
で

開
催
さ
れ
た
「
「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流―

学
術
論
争
の
止
揚
を
め
ざ
し
て
」
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」（
浙
江
工
商
大
学
日
本
文
化
研
究
所
お
よ
び
関
西
大
学
文
化
交
渉
学
教
育

研
究
拠
点
主
催
）
に
お
い
て
口
頭
報
告
し
た
。

註（
１
）　

「
唐
代
宮
人
に
関
す
る
一
考
察―

日
唐
後
宮
比
較
研
究
に
む
け
て―

」（
『
総
合

女
性
史
研
究
』
二
五
号
、
二
〇
〇
八
年
）、「
唐
代
後
宮
に
お
け
る
礼
と
法―

『
大

唐
開
元
礼
』『
大
唐
元
陵
儀
注
』
を
中
心
に―

」（
『
中
国
史
研
究
』
五
七
号
、
韓
国
、

二
〇
〇
八
年
）。

（
２
）　

『
大
唐
元
陵
儀
注
』
の
解
釈
は
、
金
子
修
一
他
「
大
唐
元
陵
儀
注
試
釈
（
一
）
」

（
『
山
梨
大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要
』
第
三
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
二
年
）、「
同

（
二
）
」（
『
同
』
第
四
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
三
年
）、「
同
（
三
）
」（
『
同
』
第
五
巻

第
二
号
、
二
〇
〇
四
年
）、「
同
（
四
）
」（
『
同
』
第
六
巻
第
二
号
、
二
〇
〇
五
年
）、

「
同
（
五
）
」（
『
同
』
第
七
巻
第
一
号
、
同
年
）、「
同
（
六
）
」（
『
國
學
院
大
學
大

学
院
紀
要―

文
学
研
究
科
』
第
三
八
輯
、
二
〇
〇
七
年
）、「
同
（
七
）
」（
國
學
院

大
學
文
学
部
共
同
研
究
費
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
王
権
の
態

様―

陵
墓
・
王
権
儀
礼
の
視
点
か
ら　

報
告
書
』
同
年
）、「
同
（
八
）
」（
『
國
學

院
大
學
大
学
院
紀
要―

文
学
研
究
科
』
第
三
九
輯
、
二
〇
〇
八
年
）、「
大
唐
元
陵

儀
注
祔
祭
註
釈
」（
『
國
學
院
大
學
紀
要
』
第
四
七
巻
、
二
〇
〇
九
年
）、「
大
唐
元

陵
儀
注
試
釈
（
十
）
」（
『
同
』
第
四
八
巻
、
二
〇
一
〇
年
）。
ま
た
中
国
語
に
よ

る
概
説
は
、
金
子
修
一
等
「
《
大
唐
元
陵
儀
注
》
概
説
」（
『
文
史
』
二
〇
〇
八
年

第
四
輯
、
中
国
）。



五
一

お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
第
六
巻

（
３
）　

な
お
男
性
医
学
生
の
採
用
基
準
は
「
先
取
家
伝
其
業
、
次
取
庶
人
攻
習
其
術

者
為
之
」（
復
原
唐
医
疾
令
１
）
で
あ
り
、
女
医
と
は
明
確
に
異
な
る
。

（
４
）　

宋
若
莘
・
若
昭
・
若
倫
・
若
憲
・
若
荀
は
貝
州
清
陽
出
身
で
、
節
度
使
に
そ

の
才
を
見
い
だ
さ
れ
、
徳
宗
に
召
し
出
さ
れ
て
文
章
・
経
史
の
才
を
試
さ
れ
宮
中

に
留
ま
っ
た
（
『
旧
唐
書
』
巻
五
二
・
女
学
士
尚
宮
宋
氏
伝
）。

（
５
）　

唐
代
後
宮
へ
の
入
宮
経
緯
に
つ
い
て
は
、
高
世
瑜
『
唐
代
婦
女
』（
三
秦
出
版

社
、
西
安
、
一
九
八
八
年
。
日
本
語
翻
訳
版
『
大
唐
帝
国
の
女
性
た
ち
』
岩
波
書

店
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。

（
６
）　

徒
刑
の
場
合
は
少
府
監
で
の
縫
作
に
充
て
ら
れ
た
。『
唐
六
典
』
巻
六
・
尚
書

刑
部
「
其
応
徒
則
皆
配
居
作
。（
在
京
送
将
作
監
、
婦
人
送
少
府
監
縫
作
。
外
州
者
、

…
…
婦
人
亦
留
当
州
縫
作
及
配
舂
）
」。
少
府
監
織
染
署
は
皇
帝
以
下
の
冠
冕
の

製
作
を
行
う
部
署
。
な
お
司
農
寺
で
は
外
州
で
の
例
の
よ
う
に
配
舂
に
使
役
さ
れ

た
か
。

（
７
）　

『
唐
六
典
』
巻
一
二
。

（
８
）　

『
旧
唐
書
』
巻
一
九
上
・
懿
宗
紀
・
咸
通
一
三
年
（
八
七
二
）、
巻
一
六
・
穆

宗
紀
・
長
慶
二
年
（
八
二
二
）、
巻
一
二
四
・
李
師
道
伝
。

（
９
）　

濱
口
重
國
『
唐
王
朝
の
賤
人
制
度
』（
東
洋
史
研
究
会
、
一
九
六
六
年
）
第
四

章
「
唐
法
上
の
没
官
」
参
照
。

（
10
）　

唐
代
女
医
の
具
体
的
な
活
動
は
史
料
に
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て

程
錦
氏
は
、
婢
が
女
医
と
な
っ
て
も
婢
と
し
て
使
役
さ
れ
て
官
僚
に
は
な
れ
な
い

点
を
あ
げ
（
「
唐
代
女
医
制
度
考
釈―

以
唐
《
医
疾
令
》〝
女
医
条
〞
為
中
心―

」

『
唐
研
究
』
巻
一
二
、二
〇
〇
六
年
）、
ま
た
李
貞
徳
氏
は
女
医
へ
の
教
育
は
口
授

に
よ
る
た
め
医
療
知
識
レ
ベ
ル
が
低
く
、
特
定
分
野
に
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、

芸
業
で
名
を
あ
げ
る
の
が
難
し
か
っ
た
と
す
る
（
『
女
人
的
中
国
医
療
史―

漢
唐

之
間
的
健
康
照
顧
与
性
別
』
第
六
章
「
女
性
医
療
者
」、
三
民
書
局
、
二
〇
〇
八
年
。

初
発
表
は
一
九
九
九
年
）。

（
11
）　

滝
川
政
次
郎
氏
は
「
奴
婢
漫
稿
」
で
「
女
医
博
士
…
…
の
生
徒
は
み
な
官
戸
、

官
奴
婢
な
る
賤
民
の
女
で
あ
る
。
女
医
博
士
は
、
ど
う
し
て
賤
し
い
身
分
の
者
を

相
手
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
。
当
時
は
産
婆
は
血
の
穢
れ
に
触
れ
る
嫌

な
職
業
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
賤
民
の
女
の
外
に
は
、
女
医
に
な
り
手
が
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
る
（
『
律
令
賤
民
制
の
研
究
』、
角
川
書
店
、
一
九
六
七

年
）。

（
12
）　

「
令
の
構
成
・
表
現
・
字
句
は
細
部
に
至
る
ま
で
一
致
し
、
基
本
的
に
そ
っ
く

り
そ
の
ま
ま
の
継
受
で
あ
り
、（
中
略
）
日
本
令
は
医
生
・
針
生
等
の
年
令
を
三

〜
五
歳
若
く
設
定
し
、
後
に
新
た
に
女
医
博
士
を
お
い
た
」（
池
田
温
「
唐
令
と

日
本
令
（
五
）
天
一
閣
本
「
天
聖
令
」
残
本
（
巻
廿
一
〜
卅
）
管
見―

倉
庫
令
・

医
疾
令
を
中
心
と
し
て―

」、『
創
価
大
学
人
文
論
集
』
一
九
号
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
13
）　

玉
井
力
「
天
平
期
に
お
け
る
女
官
の
動
向
に
つ
い
て
」（
『
名
古
屋
大
学
文
学

部
二
〇
周
年
記
念
論
集
』、
一
九
六
八
年
）、「
光
仁
期
に
お
け
る
女
官
の
動
向
に

つ
い
て
」（
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
Ｌ
』
史
学
一
七
、一
九
七
〇
年
）。

（
14
）　

『
隋
書
』
巻
八
一
・
東
夷
伝
・
倭
国
。

（
15
）　

『
日
本
書
紀
』
舒
明
天
皇
即
位
前
紀
。

（
16
）　

「
詔
曰
。
凡
百
寮
諸
人
、
恭
敬
宮
人
。
過
之
甚
也
。
或
詣
其
門
、
謁
己
之
訟
。

或
捧
幣
以
媚
於
其
家
。
自
今
以
後
。
若
有
如
此
者
。
随
事
共
罪
之
」（
『
日
本
書
紀
』

天
武
一
〇
年
（
六
八
一
）
五
月
已
卯
詔
）。

（
17
）　

ほ
か
須
田
春
子
『
律
令
制
女
性
史
研
究
』（
千
代
田
書
房
、
一
九
七
八
年
）
参
照
。

（
18
）　

『
続
日
本
紀
』
天
平
一
四
年
五
月
二
七
日
庚
午
条
。

（
19
）　

『
令
集
解
』
後
宮
職
員
令
４
内
侍
司
条
「
伴
問
、
女
孺
者
本
従
何
処
来
女
也
。
答
、

以
采
女
并
氏
女
補
也
」「
古
記
云
、
女
孺
以
采
女
・
氏
女
・
名
仕
等
充
」、
職
員
令

52
采
女
司
条
「
朱
説
、
検
校
采
女
等
、
謂
此
司
為
本
司
。
可
分
配
後
宮
十
二
司
等

也
」。

（
20
）　

『
令
集
解
』
後
宮
職
員
令
15
縫
司
条
「
此
司
无
女
孺
者
、
氏
女
、
采
女
、
分
配



五
二

労
働
空
間
と
し
て
の
後
宮―

医
疾
令
女
医
条
を
て
が
か
り
に―

諸
司
之
外
、
皆
惣
在
此
司
也
」
。
な
お
『
正
倉
院
文
書
』
天
平
一
七
年
一
〇
月

一
八
日
縫
殿
寮
解
に
は
、「
縫
殿
寮
解　

申
請
公
粮
事
、
惣
弐
伯
伍
拾
陸
人
（
常

仮
退
采
女
四
人
、
樵
四
人
、
廬
守
四
人
、
今
仮
退
采
女
一
人
、
廬
守
一
人
）
見
定

弐
伯
肆
拾
弐
人
（
采
女
七
十
七
人
、
樵
七
十
八
人
、
廬
守
七
十
七
人
、
宮
人
五
人
、

従
一
人
、
直
丁
二
人
、
廝
二
人
）
」（
『
大
日
本
古
文
書
』
巻
二
）
と
見
え
る
が
、

こ
の
「
宮
人
」
は
縫
司
に
所
属
し
て
い
た
氏
女
を
縫
殿
寮
が
掌
握
し
て
い
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
松
原
弘
宣
「
「
宮
人
」
考　

天
智
・
天
武
朝
の
後
宮
に
つ
い
て
」（
『
続

日
本
紀
研
究
』
一
七
一
、一
九
七
四
年
）
参
照
。

（
21
）　

角
田
文
衛
『
日
本
の
後
宮
』（
学
燈
社
、
一
九
七
三
年
）、
寺
内
浩
「
女
丁
に
つ

い
て
」（
『
続
日
本
紀
研
究
』
二
七
〇
、一
九
九
〇
年
）。

（
22
）　

中
務
省
式
宮
人
時
服
条
に
よ
れ
ば
、
女
丁
時
服
が
後
宮
十
二
司
所
属
宮
人
と

同
じ
く
内
侍
司
に
よ
っ
て
申
請
・
班
給
さ
れ
て
い
る
。「
宮
人
時
服
。
内
侍
司

一
百
十
人
…
…
内
教
坊
未
選
女
孺
五
十
人
…
…
女
丁
…
…
。
前
件
時
服
、
夏
四
月

二
日
、
冬
十
月
二
日
、
内
侍
司
具
録
人
数
并
賜
物
色
目
移
省
。
省
造
解
文
十
日
申

官
。
官
符
下
大
蔵
省
即
内
侍
司
請
受
、
依
件
班
給
」。
こ
れ
に
つ
い
て
寺
内
氏
は

註
（
21
）
論
文
で
、
女
丁
が
配
属
さ
れ
た
場
所
は
後
宮
で
あ
り
、
女
丁
が
一
般
官

司
で
労
役
に
従
事
し
た
可
能
性
は
ま
ず
な
い
と
さ
れ
た
。
た
だ
し
『
延
喜
式
』
段

階
で
は
「
凡
膳
部
仕
丁
・
仕
女
等
不
仕
之
物
者
、
充
司
中
雜
用
」「
四
段
仕
丁
担

夫
各
二
人
衫
料
、
二
段
膳
部
仕
女
等
巾
料
」（
内
膳
司
式
）、「
凡
仕
女
二
人
日
功

養
物
、
勘
納
寮
家
充
給
」（
縫
殿
寮
式
）、「
凡
諸
国
女
丁
者
。
省
検
校
分
配
諸
司
。

其
粮
毎
月
准
仕
丁
移
民
部
省
。（
踐
祚
大
甞
之
時
。
抽
出
充
造
酒
司
。
令
舂
酒
米
）
」

（
宮
内
省
式
）、「
其
舂
米
女
丁
八
人
。（
御
并
中
宮
各
三
人
。
東
宮
二
人
）
各
給
衣

服
」（
大
炊
寮
式
）、「
新
甞
会
白
黒
二
酒
料
…
…
舂
稲
仕
女
四
人
。
…
…
仕
丁
二

人
各
庸
布
一
段
。
…
…
醸
酒
日
給
間
食
。（
舂
稻
女
丁
亦
同
。）
其
造
酒
者
。
米
一

石
。（
令
女
丁
舂
官
田
稲
）
」（
造
酒
司
式
）
と
あ
る
よ
う
に
、
後
宮
・
中
宮
・
東
宮
・

斎
院
・
斎
宮
な
ど
「
宮
」
以
外
の
場
所
で
も
縫
作
や
舂
米
に
あ
た
る
女
丁
が
存
在

す
る
。
な
お
唐
代
に
も
罪
を
得
た
女
性
の
う
ち
、
縫
作
の
能
が
あ
る
者
は
掖
庭
宮

の
ほ
か
少
作
監
に
も
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
以
外
は
司
農
寺
で
配
舂
な
ど
に
充
て
ら
れ

た
（
註
６
）。

（
23
）　

八
世
紀
初
頭
に
は
朝
廷
へ
の
相
撲
人
貢
進
が
年
中
行
事
化
し
て
お
り
、
七
月
七

日
節
に
は
天
皇
臨
席
の
も
と
相
撲
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
国
司
・
郡
司
は
王
公
・

卿
相
へ
も
騎
射
・
相
撲
に
優
れ
た
者
や
力
の
強
い
者
を
さ
か
ん
に
貢
上
し
た
た

め
、
つ
い
に
は
朝
廷
へ
貢
進
す
べ
き
人
材
が
い
な
く
な
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う

（
『
続
日
本
紀
』
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
四
月
辛
卯
条
）。

（
24
）　

『
続
日
本
紀
』
天
平
七
年
五
月
戊
寅
条
。
膂
力
婦
女
田
は
諸
国
に
設
置
さ
れ
た

（
『
別
聚
符
宣
抄
』
延
喜
一
四
年
八
月
八
日
太
政
官
符
）。

（
25
）　

こ
う
し
た
「
膂
力
婦
女
」
を
全
国
か
ら
貢
進
さ
せ
た
の
は
、
日
本
後
宮
に
は
宦

官
な
ど
の
男
手
が
お
ら
ず
力
仕
事
に
携
わ
る
女
性
労
働
者
が
必
要
だ
っ
た
、
と
い

う
実
用
的
な
理
由
の
ほ
か
、
日
本
古
代
社
会
で
は
男
女
問
わ
ず
身
体
能
力
が
優

れ
た
者
を
希
求
す
る
風
潮
が
あ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
、「
力
女
伝
承
」
と
貢
進

制
度
と
の
関
係
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
益
田
勝
実
「
大
力
女
譚
の
源
流
」、『
益
田

勝
実
の
仕
事
』
一
、
筑
摩
書
房
、
二
〇
〇
六
年
）。「
力
女
伝
承
」
と
し
て
は
、
尾

張
国
と
美
濃
国
の
力
女
が
力
く
ら
べ
を
す
る
話
（
『
日
本
霊
異
記
』、『
今
昔
物
語

集
』
）、
尾
張
国
の
力
女
が
大
力
を
も
っ
て
国
守
を
脅
し
夫
の
衣
を
取
り
返
す
話

（
『
日
本
霊
異
記
』、『
今
昔
物
語
集
』
）、
甲
斐
国
相
撲
人
の
妹
を
人
質
に
取
っ
た
男

が
、
妹
の
怪
力
を
知
っ
て
恐
れ
を
な
し
逃
げ
出
す
話
（
『
今
昔
物
語
集
』、『
宇
治

拾
遺
物
語
』
）、
越
前
国
相
撲
人
が
上
京
す
る
途
中
、
近
江
国
の
力
女
に
力
の
つ

く
食
事
を
与
え
ら
れ
て
送
り
出
さ
れ
た
話
（
『
古
今
著
聞
集
』
）
な
ど
が
あ
る
。

（
26
）　

『
続
日
本
紀
』
養
老
六
年
一
一
月
甲
戌
条
。

（
27
）　

『
平
城
京
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
三
・
二
五
（
奈
良
文
化
財
研
究
所
、

一
九
九
九
〇
・
一
九
九
二
年
）。

（
28
）　

た
だ
し
女
医
が
実
際
ど
の
よ
う
な
医
療
業
務
に
あ
た
っ
た
か
は
ほ
と
ん
ど
明
ら



五
三

お
茶
の
水
女
子
大
学
人
文
科
学
研
究
第
六
巻

か
で
は
な
い
。
す
く
な
く
と
も
平
安
中
期
以
降
の
后
妃
の
出
産
時
に
は
女
医
の
関

与
は
確
認
で
き
ず
、
助
産
役
は
女
房
が
担
っ
て
お
り
、
妊
婦
や
周
囲
の
女
房
に
出

産
禁
忌
や
助
産
知
識
を
伝
え
出
産
後
に
賜
禄
に
あ
ず
か
る
の
も
男
性
医
官
で
あ
っ

た
（
勝
浦
令
子
「
古
代
・
中
世
前
期
出
産
儀
礼
に
お
け
る
医
師
・
医
書
の
役
割
」、

『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
四
一
、二
〇
〇
八
年
）。
唯
一
具
体
的
に

規
定
さ
れ
て
い
る
女
医
の
仕
事
と
し
て
は
、『
延
喜
式
』
典
薬
寮
式
に
天
皇
お
よ

び
皇
后
が
用
い
る
白
粉
の
作
製
に
女
医
一
四
名
が
動
員
さ
れ
、
日
ご
と
に
飯
・

塩
・
滓
醤
・
酒
が
支
給
さ
れ
て
い
る
の
が
み
え
る
。

（
29
）　

程
錦
註
（
10
）
論
文
。

（
30
）　

徐
有
富
『
唐
代
婦
女
生
活
与
詩
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
五
年
）
第
三
章
宮
女
。

（
31
）　

唐
代
前
半
に
詠
じ
ら
れ
た
「
宮
怨
詩
」
の
中
の
宮
女
は
想
像
上
の
ロ
マ
ン
チ
ッ

ク
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
唐
代
後
半
に
な
る
と
現
実
の
宮
女
が
詠
じ
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
、
中
唐
以
後
の
詩
人
た
ち
の
間
で
「
宮
詞
」
を
作
る
こ
と
が
流

行
し
、
王
建
を
筆
頭
と
し
て
実
際
の
宮
中
に
取
材
し
た
詩
が
世
間
に
流
布
し
、
も

て
は
や
さ
れ
た
（
詹
満
江
『
李
商
隠
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
、
第
一

部
第
四
章
「
宮
人
斜―

宮
女
へ
の
鎮
魂
歌―

」、
初
発
表
は
一
九
九
九
年
）。
王
建

は
宦
官
王
守
澄
か
ら
取
材
し
て
い
た
と
い
う
（
『
雲
谿
友
議
』
巻
下
・
瑯
琊
忤
）。

（
32
）　

第
一
九
首
「
殿
前
明
日
中
和
節
、
連
夜
瓊
林
散
舞
衣
。
伝
報
所
司
分
蝋
燭
、
監

開
金
鎖
放
人
帰
。」、
第
二
〇
首
「
五
更
三
点
索
金
車
、
尽
放
宮
人
出
看
花
。 
仗

下
一
時
催
立
馬
、
殿
頭
先
報
内
園
家
。」、
第
四
八
首
「
新
晴
草
色
緑
温
暾
、
山
雪

初
消
漸
出
渾
。
今
日
踏
青
帰
校
晩
、
伝
声
留
著
望
春
門
。」

（
33
）　

鄭
華
達
「
唐
代
宮
人
釈
放
問
題
初
探
」（
『
中
華
文
史
論
叢
』
五
三
、一
九
九
四
年
）

は
高
祖
か
ら
懿
宗
ま
で
計
三
〇
回
に
及
ぶ
「
出
宮
人
」
の
原
因
を
、（
一
）
釈
宮

人
以
省
国
用
、（
二
）
放
宮
人
以
彰
仁
政
、（
三
）
帰
宮
人
以
応
水
旱
、
に
分
類
す

る
。
ま
た
斎
藤
功
「
「
出
宮
人
」
と
李
賀
の
詩
」（
『
立
命
館
文
学
』
五
九
八
号
、

二
〇
〇
七
年
）
は
、
ほ
と
ん
ど
の
皇
帝
は
即
位
前
年
か
ら
即
位
後
四
年
目
ま
で
の

間
に
宮
人
を
放
出
し
て
お
り
、
先
代
の
遺
し
た
余
剰
人
員
を
整
理
す
る
た
め
で
あ

る
と
考
え
る
ほ
か
は
な
い
、
と
す
る
。

（
34
）　

『
旧
唐
書
』
巻
一
七
下
・
文
宗
紀
下
・
大
和
七
年
（
八
三
三
）、
巻
一
七
三
・
鄭

覃
伝
。

（
35
）　

「
甲
寅
…
…
出
宮
人
七
十
二
人
置
京
城
寺
観
、
有
家
者
帰
之
」（
『
旧
唐
書
』
巻

一
五
・
憲
宗
本
紀
下
・
元
和
一
〇
年
（
八
一
五
）
一
二
月
）、「
三
月
庚
午
、
出
宮

女
三
百
人
于
安
国
寺
、
又
出
掖
庭
教
坊
女
楽
六
百
人
于
九
仙
門
、
召
其
親
族
帰
之
」

（
巻
一
四
・
順
宗
本
紀
・
貞
元
二
一
年
（
八
〇
五
）
）。

（
36
）　

王
建
「
送
宮
人
入
道
」（
『
全
唐
詩
』
巻
三
〇
〇
）、
張
籍
「
送
宮
人
入
道
」（
巻

三
八
四
）、
白
居
易
「
吹
笙
内
人
出
家
」（
巻
四
六
二
）、
李
商
隠
「
和
韓
録
事
送

宮
人
入
道
」（
巻
五
四
〇
）
に
詠
ま
れ
て
い
る
。
詹
満
江
註
（
31
）
書
、
第
二
章
「
旧

宮
人
を
詠
じ
た
詩
」、
第
三
章
「
宮
人
の
入
道
を
見
送
る
詩
」
参
照
。

（
37
）　

『
旧
唐
書
』
巻
五
七
・
張
長
遜
伝
、
巻
六
九
・
李
君
羨
伝
。

（
38
）　

ほ
か
に
も
竇
鞏
「
宮
人
斜
」（
『
全
唐
詩
』
巻
二
七
一
）、
権
徳
輿
「
宮
人
斜
絶

句
」（
巻
三
二
五
）、
羊
士
諤
「
和
李
都
官
郎
中
経
宮
人
斜
」（
巻
三
三
二
）、
雍
裕

之
「
宮
人
斜
」（
巻
四
七
一
）、
杜
牧
「
宮
人
塚
」（
巻
五
二
四
）、
孟
遅
「
宮
人
斜
」（
巻

五
五
七
）、
陸
亀
蒙
「
宮
人
斜
」（
巻
六
二
九
）
が
あ
る
。
詹
満
江
註
（
31
）
書
第

一
部
第
四
章
「
宮
人
斜―

宮
女
へ
の
鎮
魂
歌―

」
参
照
。

（
39
）　

愛
宕
元
「
唐
代
に
お
け
る
後
宮
の
女
性
た
ち
」(

『
京
都
大
学
総
合
人
間
学
部

紀
要
』
九
号
、
二
〇
〇
二
年)

。

（
40
）　

註
（
13
）
玉
井
論
文
。

（
41
）　

「
其
国
授
刀
・
兵
衛
・
衛
士
及
位
子
・
帳
内
・
資
人
并
防
閤
・
仕
丁
・
采
女
・

仕
女
、
如
此
之
類
、
皆
悉
放
還
。」（
『
続
日
本
紀
』
閏
四
月
乙
丑
条
）。

（
42
）　

『
続
日
本
紀
』
六
月
庚
午
条
。

（
43
）　

磯
貝
正
義
『
郡
司
及
び
采
女
制
度
の
研
究
』
第
二
編
「
采
女
制
度
の
研
究
」（
吉

川
弘
文
館
、
一
九
七
八
年
。
初
発
表
は
一
九
五
八
年
）
に
よ
れ
ば
采
女
は
、「
か



五
四

労
働
空
間
と
し
て
の
後
宮―

医
疾
令
女
医
条
を
て
が
か
り
に―

つ
て
は
、
地
方
国
造
等
の
大
和
政
権
に
対
す
る
忠
誠
の
保
証
と
し
て
貢
進
せ
ら

れ
、
大
化
改
新
に
お
い
て
は
そ
の
後
裔
た
る
郡
領
の
国
家
官
僚
へ
の
転
身
の
保
証

と
し
て
貢
進
を
義
務
付
け
ら
れ
た
」
が
、
位
階
の
昇
叙
を
受
け
、
高
位
の
後
宮
職

員
へ
も
昇
進
で
き
、
一
族
も
貴
姓
を
賜
姓
さ
れ
る
例
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
采

女
貢
進
制
は
本
来
の
義
務
的
賦
役
的
な
も
の
か
ら
特
権
的
官
人
的
な
も
の
に
転
化

し
」、
世
襲
が
普
遍
化
す
る
ま
で
に
な
っ
た
と
い
う
。

（
44
）　

『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
七
・
采
女
、
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
一
二
月
二
八
日
太
政

官
符
。

（
45
）　

『
万
葉
集
』
巻
四
「
安
貴
王
、
娶
因
幡
八
上
采
女
。
…
…
於
時
勅
断
不
敬
之
罪
、

退
却
本
郷
焉
」。

（
46
）　

『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
二
年
（
六
七
三
）
五
月
乙
酉
朔
。

（
47
）　

「
凡
貢
氏
女
、
…
…
無
配
偶
者
、
或
貢
後
適
人
、
必
令
貢
替
。」（
『
類
聚
国
史
』

巻
四
〇
・
采
女
）。

（
48
） 『
令
義
解
』
賦
役
令
38
仕
丁
条
「
凡
仕
丁
者
、
…
…
三
年
一
替
…
。（
謂
、
…
…

其
女
丁
相
替
年
限
、
一
同
仕
丁
也
）
」。

（
49
）
ま
た
教
坊
妓
女
の
名
称
で
も
あ
っ
た
（
岸
辺
成
雄
『
唐
代
音
楽
の
歴
史
的
研
究
』

上
巻
楽
制
篇
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
〇
年
）。

（
50
）　

「
開
元
・
天
宝
中
、
長
安
大
内
・
大
明
・
興
慶
三
宮
、
皇
子
十
宅
院
・
皇
孫
百

孫
院
、
東
都
大
内
・
上
陽
両
宮
、
大
率
宮
女
四
万
人
、
品
官
黄
衣
已
上
三
千
人
、

衣
朱
紫
者
千
余
人
」（
『
旧
唐
書
』
巻
一
八
四
・
宦
官
伝
・
序
言
）。

（
51
）　

『
旧
唐
書
』
巻
五
二
・
后
妃
伝
下
・
粛
宗
章
敬
皇
后
呉
氏
伝
。

（
52
）　

拙
稿
註
（
１
）「
唐
代
宮
人
に
関
す
る
一
考
察
」。

（
53
）　

ほ
か
に
、
五
位
以
上
の
内
命
婦
に
対
し
六
位
以
下
を
宮
人
と
す
る
用
例
な
ど
も

あ
る
。
玉
井
註
（
13
）
論
文
、
松
原
註
（
20
）
論
文
、
野
村
忠
夫
・
原
奈
美
子
「
律

令
宮
人
制
に
つ
い
て
の
覚
書―

「
宮
人
」
と
「
女
官
」―

」（
『
続
日
本
紀
研
究
』

一
九
二
、一
九
七
七
年
）
参
照
。

（
54
）　

「
頭
一
人
、
掌
女
王
及
内
外
命
婦
宮
人
名
帳
、
考
課
、（
謂
内
侍
以
下
十
二
司
之

考
課
、
即
本
司
録
上
日
行
事
、
送
於
此
寮
。
寮
定
考
第
。
申
中
務
省
、
以
内
侍
司

無
男
官
故
也
。
其
縫
女
・
采
女
等
考
者
、
本
司
校
定
、
直
送
中
務
。
不
由
此
寮
也
）
」

（
『
令
義
解
』
職
員
令
８
縫
殿
寮
条
）、「
春
宮
坊
…
…
大
夫
一
人
、
掌
吐
納
啓
令
、

宮
人
名
帳
、
考
叙
、
宿
直
事
」（
東
宮
職
員
令
２
春
宮
坊
条
）。

（
55
）　

ほ
か
『
延
喜
式
』
に
は
「
縫
手
宮
人
」（
斎
院
司
式
）
が
見
え
る
。

（
56
）　

彭
麗
華
「
唐
・
日
《
営
繕
令
》〝
応
須
女
功
〞
条
研
究―

兼
論
此
条
不
行
於
宋

代
的
原
因
」（
『
唐
研
究
』
巻
一
四
、二
〇
〇
八
年
）。

（
57
）　

「
諸
営
造
雑
作
、
応
須
女
功
者
、
皆
令
諸
司
戸
奴
婢
等
造
。
其
応
供
奉
之
物
、

即
送
掖
庭
局
供
。
若
作
多
、
及
軍
国
所
用
、
量
請
不
済
者
、
奏
聴
処
分
。
…
…
」（
復

原
唐
営
繕
令
18
条
）。

（
58
）　

「
宮
人
、
皇
后
掃
除
之
隷
」（
『
旧
唐
書
』
巻
七
一
・
魏
徴
伝
）。

（
59
）　

「
舒
王
元
名
、
高
祖
第
十
八
子
也
。
年
十
歳
時
、
高
祖
在
大
安
宮
、
太
宗
晨

夕
使
尚
宮
起
居
送
珍
饌
、
元
名
保
傅
等
謂
元
名
曰
『
尚
宮
品
秩
高
者
、
見
宜
拝

之
』
。
元
名
曰
『
此
我
二
哥
（
太
宗
）
家
婢
也
、
何
用
拝
為
？
』
」（
『
旧
唐
書
』

巻
六
四
・
舒
王
元
名
伝
）。

（
60
）　

『
旧
唐
書
』
巻
七
一
・
魏
徴
伝
。

（
61
）　

吉
川
真
司
「
律
令
国
家
の
女
官
」（
『
律
令
官
僚
制
の
研
究
』
所
収
、
塙
書
房
、

一
九
九
八
年
。
初
発
表
は
一
九
九
〇
年
）。　


